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サポートネットあすは 恒例！なつまつりを開催しました。 

 

いつも盛況のなつまつり♪あつさも吹き飛ぶ、たのしい時間を 

みんなで過ごしました。 

（くわしい様子は５ページの記事をご覧ください） 
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   夏本番となった７月下旬、野ざきの家で初めての“夕涼み会”を行いました。せっかくなので 

思いっきり雰囲気を楽しんでいただこうと、利用者の方全員に浴衣や甚平をお召しいただくこと 

にしたのですが、想像以上に皆さんお似合いでびっくり！着付けが終わって登場された時の少し 

恥ずかしそうなお顔も印象的で、「着物なんて久しぶり」と皆さんとても喜んで下さいました。 

   まずは駐車場ですいか割り。順番に目隠しをして大盛り上がりです。それからノンアルコール 

ビールで乾杯して、夕涼み会特別メニューのそうめんや焼き鳥、天ぷら(天ぷらは“おもむく食堂” 

の利用者さんたちがお店が終わった後に揚げてくれました！)などを皆さんで召し上がりました。 

夕食後は“工房 時”の職員のギターや三線を聴いてゆっくりした後、皆さんで花火をして締め 

くくりました。 

  何よりも嬉しかったのは、ご家族様がたくさんご参加下さったことです。利用者の皆さんもご家族 

と一緒に楽しむことができ、普段とは違う本当に嬉しそうな素敵な表情をされていました。ご家族 

様にも、わずか数時間ではありましたが、野ざきの家の雰囲気を感じていただくことができたので 

はないかと思います。 

久しぶりの浴衣やすいか割り、花火を、大切なご家族様と一緒に楽しんだ思い出は、たとえ認知症 

の方であっても、ご利用者の皆さんの心の深いところにきっと刻まれていることでしょう。私たち 

職員だけでは提供することのできない、とても大切な、素敵な時間だったと思います。 

   お忙しい中ご参加いただきました皆さま、本当にありがとうございました。これからも、ご家族 

や地域の方々、工房 時の利用者さんや職員がともに楽しめるような時間を作っていきたいと思い 

ます。                              〈管理者：西田さおり〉 

    

                           

利用者さん、利用者さんのご家族、職員、工房・時の 

                          職員のみんなで乾杯！！！ 

                          ご家族の方々を含めなかなか実現できないひととき。 

                          家族という絆が薄れつつある時代ではありますが、 

                          野ざきの家で開催された夕涼み会の風景は、一昔前の 

                          大家族を思い起こさせる風景でした。 

 

  

 

野ざきの家、大家族で記念の写真！ 

今後はきっともっと利用者さんも増えてますます大家族 

になるでしょう。新しい家族が増えても一人一人が人生を 

歩んできたそれぞれの「思い」を大切に野ざきの家は色々 

な意味で成長をしていきます。まだまだ実現できないこと、 

至らないことが多いと思われますが、産声を上げたばかり 

の野ざきの家をよろしくお願い致します！ 

小規模多機能型居宅介護 野ざきの家 
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最初の頃は麺生地が安定しないことがあり、毎日が大変で

した。未だにおいしい麺が提供できているのか不安になる

こともありますが、一同で頑張っていきますのでよろしく  

お願いします！（宮城） 

相変わらず毎日バタバタと過ごしている調理

部ですが、少しずつ料理の腕前も上がってきているかな？

と思っています。開設 1 周年の日にはお祝いということで、

ちらし寿司を作りました。今後も利用者のみなさんからの

リクエストや行事食などを取り入れて、食事を楽しんでも

らえるように頑張ります！（井上）

 

はじめはいろいろなことがぎくしゃくしていましたが、

毎日のお菓子作りの仕事を通して、製菓部のチーム力が

アップしてきたように感じます。二年目の目標は、「販路

拡大」です！皆で力を合わせて頑張っていきます。（庄子）

☆職員・利用者ともに、たくさんの汗をかきながら、皆で頑

張ってきた１年。応援してくださった皆様に感謝するととも

に、地域に愛される“美味しい”お店を目指して日々励んで

いきますのでよろしくお願いします。（卜部） 
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8月 1日で、工房 時は開設からちょうど1年に。 

当初15人からスタートしたメンバーは、現在は22人に 

増えました。活動を軌道に乗せるだけで精一杯だったか 

なぁ…と開設時のドタバタが遠い昔のような気がします 

が、「時の活動では何を大切にしていくのか？」という 

土台作りに費やした重要な1年であったと思います。 

今後も『おいしいでつながろう』をキーワードに、地域 

との関わりを広げていくことが課題となってきます。 

利用者・職員一同、力を合わせて日々仕事に取り組んで 

います。おもむく食堂へのご来店、麺・お菓子のご注文、 

お待ちしております。どうぞよろしく！ （文責：中野） 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

★8/11 野ざきの家との合同企画 「なつまつり」 のひとコマ★ 

★8/1 祝 １周年！の「ちらし寿司」★ 

★みたかのおみやげコンペ 「ＴＡＫＡ-1」 に出品しました！★ 
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7 月 29日(日)に西東京市保谷駅前公民館で行われた「きれいな 

てすき和紙を作ろう体験活動」。昨年に続いてのご依頼で、1～6 

年生の合計 28名の元気な小学生たちに「指導者として、てすき 

和紙の作り方を教える」ということで、はばたけメンバーそれ 

ぞれが先生になり、こどもたちと交流をしてきました。 

初めて参加する子が多く、興味津々でのぞき込む小学生たちに、すくときのお手本を見せたり手を取っ

て一緒に動かしたりと、丁寧に教えているメンバーの姿はとても頼もしかったです！ 

参加した小学生たちからも「ドキドキしたけど楽しかった」

「自分で紙を作れるのがうれしい」「家でもやりたい」と、と    

ても好評でした。また、一緒に来ていた保護者の方々からも

質問をいただき、子どもだけでなく大人にとっても、とても

楽しい時間となりました。 

このような地域の催しに積極的に参加していくことで、は

ばたけを少しでも知ってもらい、また、利用者にとっては日

常の活動とは少し違った経験を通して、つながりを深めてい

けたらと思います。           （文責：梅田） 

 

 

 

 

9 月 2日(日)に、三鷹市立井口小学校で行われた「三鷹市総合 

防災訓練」。はばたけもみんなで参加をして、地域のみなさんと 

一緒に、消火器・煙体験・バケツリレーなど体験をしました。 

避難所体験として体育館を開放していましたが、混雑する入口で 

並んでいることが難しかったり、体育館の入口は階段や段差があり 

車いすの方には思わぬ難所となるなど…体験ができたことはよかったですが、やはり避難所での課題は

多いと実感しました。“われ先に…”となりやすい状況の中、「要援護者」ということを周りの方々にど

う理解してもらうか、必要な配慮を的確に伝え協力してもらうことの難しさも感じるとともに、日々の

地域とのつながりと、防災課、地域消防署との協力連携の重要性をあらためて感じる訓練となりました。     

                                                                                 （文責：入倉） 

助成をいただきました 

平成24年度地域福祉活動費（歳末たすけあい募金再 

分配金）を社会福祉法人三鷹市社会福祉協議会を通じて 

いただき、テントと発電機を購入いたしました。 

日々の活動やおおぞら会大バザール等の地域と繋がる 

イベント、また、災害時にも活用していきたいと思います。   

   改めてお礼を申し上げます。ありがとうございました。 

                       

  ４ 

日よけテント 
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子供の頃のことを考えると、夏の思い出が多く浮かんで 

きます。 海水浴、スイカ、川遊び、ザリガニ釣り、神社や 

雑木林でカブトムシや蝉を捕ったこと、父や母の故郷への 

帰省・・・子供にとって楽しいイベントがたくさんありました。 

夏は長い休みもあって、気持ちを開放的にさせてくれ、心を 

躍らせて過ごしていました。 

さて、毎年恒例の「あすは夏祭り」を８月５日に開催しました。駄菓子屋、たこ焼き、焼きそば、ドーナ

ツ、カレーライス、かき氷などの模擬店、ヨーヨー釣り、紙芝居やスイカ割り等を楽しみました。特にス

イカ割りは大盛り上がり！ 目隠しを外してスイカを叩く子供が続出でした（笑）。また同時にミニバザ

ーを行ったこともあり、たくさんの方々が来場されました。これも利用者、ご家族、ヘルパー・・・多くの

方々の協力あってのことです。皆様、ありがとうございました。 

 

「あすは夏祭り」には三つの目的があります。一つ目は子供たちが夏のひと時を楽しく過ごすこと、

二つ目は利用者、子供たち、家族、ヘルパー、職員の懇親の場にすること、そして三つ目は近隣の

方々に楽しんでいただき、交流することです。「あすは」の行事が健常者、障害者、子供、高齢者・・・

様々な方々が集い、楽しみ、理解を深めあう場になればと考えています。 

 

今回の夏祭りにも近隣の方々が来てくれました。バザーでの買い物の流れで会場に入って来られ

た方、チラシやポスターを見て遊びに来た子供たち、また親子で参加してくれた方々もいました。来場

された方の中には、サポートネットあすは・あすはＫｉｄｓの活動について熱心に質問してくる方、「本当

に楽しかった」と言ってくれた方もいました。また、駄菓子屋では店員役の職員と近所の子供たちとの

「はずれだー」「もう一回やる！」「はい、おまけ！」といった楽しいやりとりもありました。今後もあすは

の行事を、地域との交流の場にしていきたいと思います。 

 

日本が批准しようとしている障害者の権利条約では 

インクルーシブな社会、教育が謳われています。ただ 

現状は健常者と障害者、働く場所や学ぶ場所が分か 

れていることが普通になっています。インクルーシブな 

社会を実現するには法律、制度、予算・・・様々な壁が 

ありますが、一人ひとりの意識が最も大切です。 

「サポートネットあすは」と「あすはＫｉｄｓ」がこの地域で 

できることを、これからも模索していきたいと思います。         なつまつりの会場はにぎやか！ 

                        （管理者：立野信行） 
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単位：千円

授産施設会計基準 会計基準 就労支援事業会計 会計基準

411,289千円 411,289千円 274,844千円 107,791千円 14,614千円 14,040千円

473,365千円 473,365千円 123,835千円 51,832千円 235,961千円 61,737千円

391,813千円 391,813千円 109,608千円 0千円 222,318千円 59,887千円

81,552千円 81,552千円 14,227千円 51,832千円 13,643千円 1,850千円

884,654千円 884,654千円 398,679千円 159,623千円 250,575千円 75,777千円

366,593千円 366,593千円 61,785千円 91,710千円 165,569千円 47,529千円

150,010千円 150,010千円 21,000千円 0千円 105,010千円 24,000千円

516,603千円 516,603千円 82,785千円 91,710千円 270,579千円 71,529千円

35,476千円 35,476千円 35,476千円 0千円 0千円 0千円

0千円 0千円 0千円 0千円 0千円 0千円

248,038千円 248,038千円 61,752千円 38,029千円 117,938千円 30,319千円

2,869千円 2,869千円 2,869千円 0千円 0千円 0千円

81,668千円 81,668千円 215,796千円 29,883千円 ▲137,940千円 ▲26,071千円

▲97,232千円 ▲97,232千円 58,365千円 8,414千円 ▲137,940千円 ▲26,071千円

368,051千円 368,051千円 315,893千円 67,912千円 ▲20,002千円 4,248千円

884,654千円 884,654千円 398,678千円 159,622千円 250,577千円 75,777千円

資産の部

負債の部

資産の部合計

（その他の固定資産）

（基本財産）

固定資産

流動資産

資本金

基本金

純資産（資本）の部

負債の部合計

固定負債

流動負債

負債及び純資産の部合計

純資産（資本）の部合計

（うち当期活動収支差額）

次期繰越活動収支差額

その他の積立金

国庫補助金等特別積立金

社会福祉事業計
適用会計処理方法

社会福祉事業

合計勘定科目

 

社会福祉法人おおぞら会 平成２３年度 決算報告 

 

社会福祉法人おおぞら会 貸借対照表 

平成 24 年 3 月 31 日現在 
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社会福祉法人おおぞら会　　資金収支計算書

（自）　平成23年4月1日　　（至）　平成24年3月31日

単位：千円

授産施設会計基準 会計基準 就労支援事業会計 会計基準

経常活動収入　（1） 225,498千円 225,498千円 83,254千円 112,422千円 18,554千円 11,268千円

経常活動支出　（2） 242,733千円 242,733千円 75,737千円 103,129千円 40,050千円 23,817千円

▲17,235千円 ▲17,235千円 7,517千円 9,293千円 ▲21,496千円 ▲12,549千円

就労支援事業収入　（4） 5,990千円 5,990千円 2,560千円 0千円 3,430千円 0千円

就労支援事業支出　（5） 6,343千円 6,343千円 2,520千円 0千円 3,823千円 0千円

▲353千円 ▲353千円 40千円 0千円 ▲393千円 0千円

施設整備等収入　（7） 251,399千円 251,399千円 231,808千円 0千円 1,665千円 17,926千円

施設整備等支出　（8） 305,349千円 305,349千円 1,410千円 0千円 241,074千円 62,865千円

▲53,950千円 ▲53,950千円 230,398千円 0千円 ▲239,409千円 ▲44,939千円

財務活動収入計　（10） 145,869千円 145,869千円 7,872千円 1千円 113,996千円 24,000千円

財務活動支出計　（11） 83,425千円 83,425千円 79,458千円 19千円 3,948千円 0千円

62,444千円 62,444千円 ▲71,586千円 ▲18千円 110,048千円 24,000千円

0千円 0千円 0千円 0千円 0千円 0千円

▲9,094千円 ▲9,094千円 166,369千円 9,275千円 ▲151,250千円 ▲33,488千円

前期末支払資金残高　　（15） 53,211千円 53,211千円 46,405千円 6,806千円 0千円 0千円

当期末支払資金残高　　（14）+（15） 44,117千円 44,117千円 212,774千円 16,081千円 ▲151,250千円 ▲33,488千円

勘定科目 合計

社会福祉事業

社会福祉事業計
適用会計処理方法

経常活動収支差額
　　　　　　　　　　　　（3）＝（1）-（2）

経
常
活
動

収
支

就労支援事業活動収支差額
　　　　　　　　　　 　（6）＝（4）-（5）

就
労
支
援

事
業
収
支

施設整備等収支差額
　　　　　　　　　　　　（9）＝（7）-（8）

施
設
整
備
等

収
支

財務活動収支差額
　　　　　　　 　　（12）＝（10）-（11）

財
務
活
動

収
支

当期資金収支差額合計
　　　　　　  （14）＝（3）+（6）+（9）+（12）-（13）

予備費　（13）

社会福祉法人おおぞら会　　事業活動収支計算書

（自）　平成23年4月1日　　（至）　平成24年3月31日

単位：千円

授産施設会計基準 会計基準 就労支援事業会計 会計基準

事業活動収入　　（1） 244,478千円 244,478千円 89,885千円 115,320千円 27,154千円 12,119千円

事業活動支出　　（2） 259,206千円 259,206千円 82,656千円 106,907千円 44,848千円 24,795千円

▲14,728千円 ▲14,728千円 7,229千円 8,413千円 ▲17,694千円 ▲12,676千円

事業活動外収入　（4） 988千円 988千円 543千円 千円 303千円 142千円

事業活動外支出　（5） 1,001千円 1,001千円 539千円 千円 313千円 149千円

▲13千円 ▲13千円 4千円 0千円 ▲10千円 ▲7千円

▲14,741千円 ▲14,741千円 7,233千円 8,413千円 ▲17,704千円 ▲12,683千円

就労支援事業収入　（8） 5,990千円 5,990千円 2,560千円 千円 3,430千円 千円

就労支援事業支出　（9） 6,075千円 6,075千円 2,547千円 千円 3,528千円 千円

▲85千円 ▲85千円 13千円 0千円 ▲98千円 0千円

特別収入　　（11） 91,291千円 91,291千円 71,700千円 千円 1,665千円 17,926千円

特別支出　　（12） 173,696千円 173,696千円 20,581千円 千円 121,802千円 31,313千円

▲82,405千円 ▲82,405千円 51,119千円 0千円 ▲120,137千円 ▲13,387千円

▲97,231千円 ▲97,231千円 58,365千円 8,413千円 ▲137,939千円 ▲26,070千円

0千円 0千円 千円 千円 千円 千円

▲97,231千円 ▲97,231千円 58,365千円 8,413千円 ▲137,939千円 ▲26,070千円

82,659千円 82,659千円 61,189千円 21,470千円 千円 千円

▲14,572千円 ▲14,572千円 119,554千円 29,883千円 ▲137,939千円 ▲26,070千円

0千円 0千円 千円 千円 千円 千円

0千円 0千円 千円 千円 千円 千円

96,241千円 96,241千円 96,241千円 千円 千円 千円

0千円 0千円 千円 千円 千円 千円

81,669千円 81,669千円 215,795千円 29,883千円 ▲137,939千円 ▲26,070千円

社会福祉事業

適用会計処理方法勘定科目 合計

事業活動収支差額
　　　　　　　　　　　　（3）＝（1）-（2）

事業活動外収支差額
　　　　　　　　　　　　（6）＝（4）-（5）

経常収支差額　　（7）＝（3）+（6）

就労支援事業活動収支差額
　　　　　　　　　　 　（10）＝（8）-（9）

基本金組入額　　（20）

特別収支差額
　　　　　　　　　　（13）＝（11）-（12）

事
業
活
動

収
支

事
業
活
動
外

収
支

就
労
支
援

事
業
収
支

特
別
収
支

税引前当期活動収支差額
　　　　　　　　　　　　　　（14）＝（7）+（10）+（13）

次期繰越活動収支差額
（23）＝（18）+（19）-（20）+（21）-（22）

その他の積立金積立額　　（22）

その他の積立金取崩額　　（21）

繰
越
活
動
収
支

社会福祉事業計

法人税、住民税及び事業税負担額　（15）

当期活動収支差額　　（16）＝（14）-（15）

前期繰越活動収支差額　　（17）

当期末繰越活動収支差額
　　　　　　　　　 　（18）＝（16）+（17）

基本金取崩額　　（19）



第２９回 

はばたけ大バザール 改め 

 
 

9 月 23 日(日)12:00～15:00 

三鷹市立第２小学校体育館 

☆周辺マップ☆       ☆交通アクセス☆ 

 

◎『武蔵境駅』 南口よりバス 

2番境92 吉祥寺駅東口行き「京王ストア前」下車 

11番境91 武蔵境南口行き「富士重工前」下車 

 

◎『調布駅』 北口よりバス 

3番境91 調布・狛江営業所行き「富士重工前」下車 

4番境01 吉祥寺駅南口行き「二小前」下車 

 

◎『三鷹駅』 南口よりバス 

8番鷹52 朝日町行き または 車返し団地行き 

「二小前」下車 

 

社会福祉法人おおぞら会 
・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ（生活介護事業）          三鷹市野崎 3-17-9   tel 0422-32-3234 

・工房 時（就労移行事業･就労継続 B型）            三鷹市野崎 2-6-41     tel 0422-30-5571 

・野ざきの家（小規模多機能型居宅介護事業）          三鷹市野崎 2-6-41    tel 0422-30-5575 

・サポートネットあすは（移動支援[居宅介護]事業）     武蔵野市八幡町 1-6-1  tel 0422-36-5151 

・あすは Kids（放課後等デイサービス）           武蔵野市八幡町 1-6-1 tel 0422-36-5151 

・ショートステイさくら（短期入所事業）         三鷹市井の頭 4-22-6  tel 0422-32-3234 

・つなぐなかまの家・さくらハイツ（グループホーム・ケアホーム事業） 

１９７７年１２月３日第３種郵便物認可(毎月 18 回 1･2･3･5･6･7 の日発行)２０１２年９月１２日発行ＳＳＫＰ通巻５１７０号はばたけだよりＮＯ.１１９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   私の楽しみのひとつは写真を撮ることです。「瞬間」が放つ力強さがあり、またその瞬間に思いを馳せたり…１枚の写真で

心を揺さぶることができるのが魅力で、そんな瞬間に立ち会える喜びから写真を撮るのかもしれません。流れてしまいが

ちな日常も、瞬間がつながってできているのだとすると、きっと心揺さぶる何かがなんでもない日常にもたくさん溢れて

いるはず…そんな思いで日々を過ごしたいものですね。                     （いりくらあきこ） 

 発行 障害者団体定期刊行物協会 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-26-21  〔頒価 50 円〕 

企画･編集 社会福祉法人おおぞら会   編集責任者:入倉暁子  

《 お問い合わせ 》 

TEL：０４２２‐３０‐５５７１（ 法人本部 9時～17 時 ） 

主催：社会福祉法人おおぞら会後援会 

いよいよ開催！ 



１９７７年１２月３日第３種郵便物認可(毎月 18 回 1･2･3･5･6･7 の日発行) ２０１２年９月１２日発行ＳＳＫＰ通巻５１７０号はばたけだより NO.１１９ 

2012 年 9 月 5 日 

 

社会福祉法人おおぞら会 後援会の皆様 

社会福祉法人おおぞら会を支える千人会の皆様 

                                 社会福祉法人おおぞら会 

                                   理事長 西原雄次郎 

 

ご支援のお願い 

 

拝啓、残暑の中にも少しずつ秋を感じるようになりましたが、皆々様お元気でお過ごしでござい 

ましょうか。 

   日頃より社会福祉法人おおぞら会を物心両面でお支え下さり、本当にありがとうございます。 

  皆々様からご支援をいただいて開始出来ました二つの事業所（就労支援を中心とした事業所「工房 

時」と、高齢者の地域での生活を支援する認知症対応小規模多機能型事業所「野ざきの家」）も、 

開所後 1 年を経過することとなり、徐々に利用者も拡大しつつあります。「工房 時」の付属事業で 

ある「おもむく食堂」も連日多くのお客様が来て下さるようになり、利用者の皆さんの工賃アップに 

つながるよう努力を続けております。 

 

   この様な状況の中で、前向きで明るい面も沢山あるのですが、一方で、全く新しい取組みであった 

介護保険事業の分野での収益性が予想以上に厳しい状況にあることや、就労支援事業もすぐには黒字 

経営にはいたっていないこと等から、資金繰りが非常に厳しくなっております。この点につきまして、 

理事会・評議員会でも議論され、また労働組合の皆様とも話し合いの時を持ち、当法人の安定した経 

営と、次に必要な障がいの重い方々の暮らせるグループホームの開設へ向けた将来を見通した事業運 

営のためにも、職員の賃金体系の見直し等を含む経営努力と同時に、今一度、「後援会」や「千人会」 

の皆々様にご協力をお願いさせていただくこととなり、このお便りをさせていただいております。 

 

   国全体の経済状況の厳しさが続く中で、非常に不躾なお願いで、誠に恐縮に存じます。 

法人経営の責任者として自己の責任を痛感しつつ、何卒さらなるお力添えを賜りますよう伏してお願い 

申し上げます。 

つきましては、別紙要領に記載の方法でご支援を賜りますれば幸甚に存じます。 

  末筆ながら、皆々様のご健勝を心よりお祈り申し上げ、お願いのお便りとさせていただきます。 

  

敬具 

 



おおぞら会後援会および千人会 おおぞら会後援会

収入現況 会計委員会

24年8月25日現在の、後援会収入（会費・千人会）状況をまとめました。

○後援会費（24年度）

○千人会寄附

登録件数 135 件

寄附収入 2,312,000 円

登録件数 28 件

寄附収入 885,000 円

登録件数 7 件

寄附収入 765,000 円

170 件

3,962,000 円

以上の通りとなっています。
今後とも、おおぞら会の活動支援にご協力をよろしくお願いいたします。

文責：おおぞら会後援会　会計委員　中野

累計

件

円

円

22年度

23年度

24年度

登録件数 241

会費収入

寄附収入 22,500

1,343,000
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                                                                             ●24 年度会計 現況報告 

残暑もようやく和らぎましたが、皆様にはますます 

ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
おおぞら会後援会では、今年度の大きな取り組みとして、昨年度 

休止した「はばたけ大バザール」を開催することになりました。 

おおぞら会の事業を地域に広め、地域とつながる行事として活気 

あるバザーにしたいと思っておりますので、どうぞお誘い合わせの上 

お越しください。 

おおぞら会後援会 会長 吉野壽夫 

              

＊後援会へのご入会・ご更新をお願いいたします＊ 

 
年会費 １口 個人…２０００円  団体…１００００円 
年会費は、お手数ですが直接お持ちいただくか、下記の口座にお振込みください 

。 

郵便口座 00160-0-39163   

口座名義 社会福祉法人おおぞら会後援会 

 

★ 後援会新規ご入会・ご更新（敬称略）★（ ５／ ３ ～  ８／１ ７） 

期間中、１８０名 ５社（団体）の方々から、ご入会・ご更新の手続きをいただきました。 

ありがとうございました。 

 

★ 後援会へ寄付金（敬称略）★（ ５／ ３  ～  ８／１ ７ ）  

９名の方から、後援会へご寄付をいただきました。ありがとうございました。 
 

★ 法人･各事業所へ寄付金（敬称略）★（ ５／ ３  ～  ８／１ ７ ） 

９名の方から、法人・各事業所へご寄付をいただきました。ありがとうございました。 
 

★ 千人会へ寄付金（敬称略）★（ ５／ ３  ～  ８／１ ７ ） 

４名の方から、千人会へご寄付をいただきました。ありがとうございました。 
 

皆様 ありがとうございました。後援会費、ご寄付は大切に活用させていただきます。 
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